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令
和
2
年
度
第
5
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通

常
議
員
総
会
を
3
月
24
日
（
水
）
に
市
内
ホ
テ

ル
で
開
催
し
、
令
和
3
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
な
ど
の
各
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
令
和
3
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算

に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
事
業
は
青
色
、
拡
充
事
業
は
赤

色
で
す
。

　

ま
た
、【
緊
急
対
策
】
と
記
載
さ
れ
て
い
る
事

業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
事
業
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
事
業
で
す
。

　

本
誌
で
は
、
重
要
事
業
の
み
掲
載
し
ま
す
。

　
（
中
略
）
県
内
経
済
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
財
務

事
務
所
の
発
表
で
は
、
感
染
拡
大
が
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。」
と
し
な
が
ら
、「
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感

染
拡
大
の
防
止
策
を
講
じ
る
中
で
、
各
種
政
策

の
効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ
て
、
持
ち
直

し
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。」
と
し
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
活
動
と
の
両
立
局
面
は
さ
ら
な
る
長
期
化
も

見
込
ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
既
に
甚
大
な
影

響
を
被
っ
て
き
た
事
業
者
に
お
い
て
は
、
今
後
、

経
営
破
綻
や
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
危
険
が
増

大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
小
規
模
事
業

者
に
対
し
て
は
事
業
継
続
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
当
所
で
は
、

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
関
連
支
援
策
の
推
進
と
既
存

の
経
営
支
援
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
独
自
の
緊
急
対
策
予
算
を
有
効
に
活
用
し
、

厳
し
い
困
難
に
耐
え
続
け
て
い
る
事
業
者
の
支
援

に
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

1 

企
業
活
力
の
強
化

　

地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
、
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、
個
々
の
企
業
の
経
営
課
題
の

克
服
に
向
け
、
外
部
専
門
家
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
各
種
支
援
施
策
を
積
極
的
に
活
用

し
、
企
業
の
体
質
強
化
や
成
長
を
推
進
す
る
。

1 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業

計
画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援

す
る
こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

を
図
る
。

① 

経
営
発
達
支
援
（
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支

援
推
進
）
事
業

　

 

（
小
規
模
事
業
者
の
経
営
分
析
や
計
画
策
定
支

援
等
）

② 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

　

 （
I
T
ツ
ー
ル
導
入
支
援
）

③ 

事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業

　

 （
事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定
支
援
等
）

④
「
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ミ
ル
」
に
よ
る
事
業
計
画
策
定
支
援

事
業

2 

経
営
相
談
支
援

　

小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有

化
と
支
援
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目

線
で
課
題
解
決
を
支
援
す
る
。

① 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事
業

（
巡
回
や
窓
口
で
の
経
営
相
談
）

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
営
相

談
事
業
【
緊
急
対
策
】

　

 （
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
の
開
催
）

③ 

税
務
指
導
事
業

　

 （
決
算
代
行
、
記
帳
代
行
、
記
帳
継
続
指
導
等
）

④ 

経
営
支
援
ガ
イ
ド
作
成
事
業
【
緊
急
対
策
】

（
事
業
者
支
援
冊
子
の
発
行
）

3 

金
融
支
援

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
。

① 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）
融

資
制
度
事
業

　

 

（
マ
ル
経
融
資
の
推
薦
に
よ
る
資
金
調
達
の
支
援
）

4 

創
業
支
援

　

創
業
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を

活
用
し
て
、
創
業
希
望
者
お
よ
び
創
業
間
も
な

い
事
業
者
を
支
援
し
、
創
業
者
輩
出
と
経
営
の

持
続
的
発
展
を
図
る
。

① 

創
業
支
援
事
業

　

 （
創
業
ス
ク
ー
ル
、
創
業
相
談
等
）

5 

企
業
再
生
支
援

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業

再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手

続
き
等
を
、
ま
た
、
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企

業
に
対
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る
。

① 

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
事
業

　

 

（
企
業
再
生
に
関
す
る
相
談
、再
生
計
画
策
定
等
）

② 

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事
業

　

 

（
事
業
承
継
等
に
関
す
る
相
談
、
事
業
承
継
診

断
、
事
業
承
継
計
画
策
定
等
）

③ 

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

 （
経
営
改
善
に
関
す
る
相
談
等
）

④ 

栃
木
県
事
業
承
継
支
援
事
業

　

 （
事
業
承
継
に
係
わ
る
専
門
家
派
遣
支
援
）

6 

福
利
厚
生・リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し

た
制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
に
資
す

る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
や
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

等
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
て
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
な
ど
、
事
業
者
の
リ
ス
ク
対
策

を
支
援
す
る
。

① 

各
種
共
済
・
保
険
制
度
事
業

　

 （
ふ
れ
あ
い
共
済
、
総
合
保
険
、
年
払
保
険
等
）

② 

損
害
保
険
加
入
促
進
事
業

　

 （
保
険
料
収
納
事
務
、
制
度
普
及・照
会・斡
旋
）

③ 

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支
援
事
業

　

 （
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
専
門
家
派
遣
）

7 

人
材
確
保・育
成

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
、

女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
等
が
自

己
の
能
力
を
生
か
し
、
生
活
環
境
に
合
っ
た
職
場

で
快
適
に
就
業
で
き
、
活
躍
し
や
す
い
環
境
整

備
を
促
進
し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成

を
支
援
す
る
。

① 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

　

 （
交
流
会
等
の
開
催
）

② 

働
き
方
改
革
支
援
事
業

　

 （
個
別
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）

③ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業

　

 （
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
）

④ 
各
種
検
定
試
験

　

 （
簿
記
、
珠
算
等
の
検
定
試
験
施
行
）

⑤ 

市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

⑥ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業

　

 （
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
会
の
開
催
）

⑦ 

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
事
業

　

 （
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
の
開
催
）

8 

情
報
化
支
援

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供

や
企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企

業
の
情
報
化
推
進
を
支
援
す
る
。

① 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業
（
再
掲
）

9 

環
境・福
祉・Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

　

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推

進
す
る
。

① 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

　

 （
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
普
及
・
啓
発
）

２ 

地
域
経
済
の
活
性
化

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
へ
の
支

援
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
振
興
や
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
・
農
商
工
連

携
に
よ
る
、
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
地

域
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
。
さ
ら

基
本
方
針（
抜
粋
）

主
要
事
業

令和３（２０２１）年度宇都宮商工会議所事業計画および
収支予算が承認
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催
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特集2／ ＳＤＧｓ

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
と
い
う
単
語
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
ま
で
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
今
さ
ら
聞
け
な
い
！
と
お
考
え
の
皆
さ
ま
に
、
今
回
は

S
D
G
s
の
概
要
と
県
の
登
録
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
取
材
協
力
（
公
財
）
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

産
業
振
興
部 
新
産
業
育
成
グ
ル
ー
プ

今
日
か
ら
始
め
る
S
D
G
s

実
は
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

！？
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
身
近
な
存
在

１
９
３
ヵ
国
参
加
の

国
連
決
議
で
ス
タ
ー
ト

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
４
文
字
の
組
み
合
わ
せ
、
大
文
字

と
小
文
字
が
混
じ
っ
た
こ
の
言
葉
は
、
一
般
に
「
エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「Sustinable D

evelopm
ent Goals

」
の

略
で
、意
味
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
で
す
。

　

２
０
１
５
年
、
国
連
総
会
で
、
参
加
し
た

１
９
３
カ
国
の
合
意
に
よ
り
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェン
ダ
」（
以
下
「
ア
ジ
ェ

ン
ダ
２
０
３
０
」）
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

ア
ジ
ェン
ダ
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で

す
。

　

環
境
省
が
発
行
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
す
べ

て
の
企
業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
（
第
２

版
）』
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
（
中
略
）
社
会
が
抱
え
る
問
題

を
解
決
し
、
世
界
全
体
で
２
０
３
０
年
を
目
指
し

て
明
る
い
未
来
を
作
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中

略)

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
根
幹
に
あ
る
『
持
続
可
能
な
開

発
』
と
は
、『
将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
損
な
わ
ず
に
、

現
代
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
開
発
』
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け

る
社
会
の
課
題
と
長
期
的
な
視
点
で
の
ニ
ー
ズ
が

詰
ま
って
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

私
た
ち
は
、
石
油
資
源
の
枯
渇
や
温
暖
化
現

象
、
異
常
気
象
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
廃
棄
物

の
急
増
、
貧
富
格
差
の
急
激
な
拡
大
、
国
家
や
人

種
間
の
対
立
な
ど
、
個
人
の
善
意
や
各
国
そ
れ
ぞ

れ
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
世
界
が
協
力
し
て
解
決
へ

の
道
を
進
も
う
と
い
う
の
が
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

２
０
３
０
」
の
主
旨
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
な

の
で
す
。

企
業
活
動
に

密
接
に
関
わ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
分
か

っ
た
が
、
そ
れ
が
経
営
と
ど
う
結
び
つ
く
の
だ
ろ

う
？
」
こ
ん
な
疑
問
を
も
つ
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

図
１
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

し
た
も
の
で
、
最
近
は
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

「
貧
困
を
な
く
そ

う
」「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
分
か
り
や
す
い
言
葉

で
す
が
、
こ
れ
は
「
ア
ジ
ェン
ダ
２
０
３
０
」
に
掲

げ
ら
れ
た
正
式
の
目
標
を
簡
略
化
し
た
も
の
で

す
。
正
式
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
貧
困
を
終
わ
ら
せ
る
」「
飢
餓
を
終
わ
ら
せ
、

食
料
安
全
保
障
及
び
栄
養
改
善
を
実
現
し
、
持

続
可
能
な
農
業
を
促
進
す
る
」
な
ど
、
具
体
的

な
言
葉
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
に
複
数
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。「
極
度
の
貧
困
を
終
わ
ら
せ
る
」「
小
規
模

食
料
生
産
者
の
農
業
生
産
性
と
所
得
を
倍
増
さ

せ
る
」「
女
性
に
対
す
る
差
別
を
無
く
す
」
な
ど
、

詳
細
な
問
題
設
定
を
し
て
お
り
、
読
む
だ
け
で
も

「
私
た
ち
は
い
ま
ど
ん
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る

か
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

詳
細
な
内
容
に
つい
て
は
、
上
記
『
す
べ
て
の
企

業
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
（
第
２
版
）』

な
ど
、
政
府
が
発
行
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。（
7
Ｐ
に
Q
R
コ
ー
ド
を
掲
載
）

ま
た
、
昨
年
後
半
頃
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関
連
書
籍
も

書
店
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
併

せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
ゴ
ー
ル
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
て
い
く

と
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
経
営
に
密
接
に
関
わ
って
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢

献
活
動
を
行
っ
て
き
た
企
業
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら

と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
が
ど
う
違
う
の
か
、
分
か
り
に
く
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
貢
献
活
動
の
多
く
は
、
企
業

が
本
来
の
活
動
の
他
に
行
う
も
の
（
例
え
ば
地
域

の
清
掃
、
行
事
へ
の
参
加
な
ど
）
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
、
企
業
活

動
そ
の
も
の
に
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
の
中
に
も
「
開
発
重
視
型
の
政
策
を
促
進
し
、

中
小
零
細
企
業
の
設
立
や
成
長
を
奨
励
す
る
」

「
小
規
模
製
造
業
等
の
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
市
場

等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
」「
企
業
に
持
続
可

能
性
に
関
す
る
情
報
を
定
期
報
告
に
盛
り
込
む

よ
う
奨
励
す
る
」
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る

も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
従
来
の
社
会
貢
献

活
動
が
、
企
業
活
動
の
余
力
で
行
わ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
こ
と
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
企
業
活

動
そ
の
も
の
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

「
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
」

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
い
ず
れ
も
大
き
な
問
題
を
扱
っ
て
い

る
た
め
、
大
企
業
は
と
も
か
く
中
小
零
細
企
業
に

と
って
は
、縁
遠
い
も
の
と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
自
社
で
も
取
り
組
み
た
い
が
何
か
ら
手
を

付
け
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
経
営
者
も
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
経
営
者
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
栃
木
県
の

「
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
」
で
す
。

事
業
の
概
略
を
、
実
務
を
行
っ
て
い
る
（
公
財
）

栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェブ
サ
イ
ト
を
参

照
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
登
録
制
度
の
目
的
に
つい

て
、「
栃
木
県
内
企
業
等
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
機
運
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
向
け
た
企
業
の
主
体

的
な
取
組
を
促
進
し
、
企
業
価

値
の
向
上
及
び
競
争
力
の
強
化

を
図
る
た
め
、
登
録
制
度
を
創

設
し
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
に
取
り
組
む
企
業
や
こ

れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
い
う
企

業
が
、
こ
の
制
度
に
登
録
す
る

こ
と
で
、
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

1 

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
使
用
し
て
、
企
業
活
動

と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
の
繋
が
り
が
整
理
で
き
る

2 

重
点
的
な
取
り
組
み
を
「
宣
言
」
す
る
こ

と
で
、
対
外
へ
発
信
で
き
る

3 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
公
開
し
企
業
Ｐ
Ｒ

に
で
き
る

4 

セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
を
行
う
こ
と
で
意
識
的
に
取

り
組
め
る

　

特
に
2 

の
「
対
外
的
な
発
信
」
や
3 

の
「
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
」
な
ど
、
外
部
（
取
引
先

や
顧
客
な
ど
）
へ
の
ア
ピ
ー
ル
強
化
は
、
発
信
力

が
課
題
に
な
り
が
ち
な
零
細
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

4 

の
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
に
は
、
サ
イ
ト
か
ら
リ
ス

ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図

２
）。
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
、
手
軽
に
、
自
社
の

取
り
組
み
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
中
に
は
「
人
権
差
別
を
し
な

い
」「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
を
し
な
い
」「
省
エ
ネ
に

取
り
組
む
」「
法
令
を
遵
守
す
る
」
な
ど
既
に 

一

般
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

名
称
だ
け
見
る
と
難
し
そ
う
な
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
す

が
、
実
際
に
は
企
業
活
動
の
中
で
す
で
に
実
施
し

て
い
た
り
、
達
成
し
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

当
所
で
も
本
制
度
へ
の
登
録
を
検
討
し
て
お
り
、

さ
ら
に
当
所
企
業
経
営
委
員
会
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
、
話
題
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
。
ま
ず
は
知
る
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

図１ SDGｓロゴマーク

図２ 「とちぎＳＤＧｓ推進企業登録制度」でダウンロードできるチェックリスト

特集 2 
ＳＤＧｓ

全ての企業が持続的
に発展するために

環境省HP

（公財）栃木県
産業振興センター

申請に関する問合せ

（公財）栃木県産業振興センター
産業振興部 

新産業育成グループ
TEL.028-670-2608



問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介くださいますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます
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使
用
済
み
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
寄
贈

２
月
例
会『
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

体
感 

バ
ー
チ
ャ
ル
例
会
』を
開
催

女
性
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

　

女
性
部
で
は
以
前
よ
り
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
使
用
済
み
切
手

や
プ
ル
タ
ブ
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
収

集
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
そ
れ
ら

を
宇
都
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

使
用
済
み
切
手
と
プ
ル
タ
ブ
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
車
い

す
な
ど
の
機
材
購
入
費
用
に
充
当
さ

れ
ま
す
。
ま
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ

ン
を
日
本
委
員
会
」の
団
体
を
通
じ
、

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
に
充
て
ら

れ
ま
す
。

　

３
月
12
日（
金
）に
宇
都
宮
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
山
森
副
会
長
、
島
田
理
事
が
参
加

し
、「
善
意
銀
行
受
領
証
」と
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

　

２
月
17
日（
水
）宇
都
宮
商
工
会
議

所
青
年
部
２
月
例
会「
Ｙ
Ｅ
Ｇ　

体

感　

バ
ー
チ
ャ
ル
例
会
」を
リ
モ
ー

ト
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状

況
の
中
、
88
名
の
部
員
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
か

ら
、
通
常
の
対
面
に
よ
る
例
会
や
集

会
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予
定

し
て
い
た
例
会
内
容
を
大
き
く
変
更

し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
を
使
用
し
た

新
た
な
形
で
の
例
会
を
担
当
委
員
会

で
設
営
し
ま
し
た
。

　

高
い
成
長
率
が
続
く
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
分
野
は
、
エ
ン

な
活
動
を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
副
会
長　

山
森　

睦
美
）

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、

教
育
、
仮
想
旅
行
、
災
害
対
策
に
よ

る
避
難
訓
練
、
物
件
の
内
覧
、
工
事

現
場
で
の
仮
想
事
故
体
験
に
よ
る
安

全
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
る

た
め
、
今
後
さ
ら
に
浸
透
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
の

バ
ー
チ
ャ
ル
ア
プ
リ
で
あ
る「VR　

BREX　

W
O

RLD

」を
ベ
ー
ス
に
、
Ｙ

Ｅ
Ｇ
仕
様
の
ス
テ
ー
ジ
や
ア
バ
タ
ー

の
ス
ー
ツ
姿
な
ど
に
変
更
し
て
特
別

仕
様
に
し
て
い
た
だ
き
、
セ
レ
モ

ニ
ー
で
の
会
長
挨
拶
や
指
針
唱
和
、

伸
び
ゆ
く
大
地
の
斉
唱
な
ど
も
す
べ

て
バ
ー
チ
ャ
ル
上
で
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
発
展
す
る
可

能
性
が
高
い
バ
ー
チ
ャ
ル
分
野
を
先

駆
け
て
体
感
で
き
た
こ
と
や
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た「
宇

都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス　

喜
多
川
修
平
選

手
」「
栃
木
Ｓ
Ｃ　

森
俊
貴
選
手
」「
宇

都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン　

堀
孝
明
選

手
」と
バ
ー
チ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
交
流
を
深
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

経
済
発
展
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん

で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

（
事
業
推
進
委
員
会

委
員
長　

齋
藤　

芳
哲
）

ゲスト参加選手とのバーチャルトークショー

社会福祉協議会での贈呈式

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

年
会
費
の
お
支
払
い

年
会
費
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
の
年
会
費
は
4
月
30
日（
金
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
銀
行
窓
口
等
で
お
支
払
い

を
ご
希
望
の
方
に
は
、
後
日
納
付

書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

で
、
領
収
書
の
発
行
を
新
た
に
希

望
さ
れ
る
方
は
、
総
務
部
の
会
員

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
同

様
に
発
行
し
ま
す
。

令和3年度
宇都宮商工会議所

年会費
口座振替日

4月30日（金）

会費納入フローチャート

YES

NO 後日納付書
を送付

総務部会員担当まで
ご連絡ください

YES

YES

NO

NO

支払方法は
口座振替

領収書が必要

昨年は
領収書を発行

手続きは不要

手続きは不要

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

㈱ホテルニューイタヤ
代表取締役専務

田嶋　宏章氏
（2020年 9月 26日付）

㈱ホテルニューイタヤ
代表取締役社長

田嶋　章夫氏

環境整備㈱
代表取締役

辻中　昭彦氏
（2021年 2月 1日付）

環境整備㈱
代表取締役

竹島　秀幸氏

電
子
証
明
書

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

TDB電子認証サービスTypeA

㈱帝国データバンク

通常料金から 2,000円割引

セコムパスポート for G-ID

セコムトラストシステムズ㈱

行政書士電子証明書／一般向け電子証明書

2年版 ： 通常料金から 2,000円割引
3年版 ： 通常料金から 3,000円割引
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宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
（
新
規
要
望
の
み
掲
載
）

　

当
所
で
は
、
令
和
３
年
度
予
算
化

お
よ
び
措
置
要
望
書
を
、
令
和
２
年

12
月
１
日
に
宇
都
宮
市
長
お
よ
び
市

議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
宇
都
宮
市
か
ら
令
和
３
年

２
月
16
日
に
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
誌
で
は
新
規
要
望
に
関
す
る
回

答
の
み
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

全
文
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

1
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
事
業

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
事
業
の

減
、
既
往
債
務
の
借
換
へ
の
対
応
を

含
め
た
柔
軟
な
運
用
等
、地
域
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
さ
ら
な
る

資
金
繰
り
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
乗
り
越
え
、

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
、
地
域

経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
が
取
り
組
む
新
た
な
攻
め
の
事
業

の
強
化
お
よ
び
そ
れ
ら
の
事
業
性
を

評
価
す
る
仕
組
み
な
ど
柔
軟
な
対
応

も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
の
支
援
策
の
検
討
を
要
望
し

ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
金
融
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

低
金
利
か
つ
当
初
３
年
間
は
実
質
無

利
子
と
な
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
特
別
資
金
」を
い
ち

早
く
創
設
し
、
中
小
企
業
の
資
金
需

要
に
対
し
て
迅
速
な
支
援
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
第
３
波
の
影
響
や
本
市
で

実
施
し
た
事
業
者
・
金
融
機
関
等
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
て
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
特
別
資
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
12
月
末
ま
で
で
あ
っ
た
申

継
続
が
困
難
と
な
る
事
業
者
や
新
た

な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
業
者

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、
緊
急
経

済
対
策
実
行
委
員
会
を
早
急
に
組
織

さ
れ
、「
企
業
等
応
援
助
成
金
」、「
新

業
態
開
拓
等
支
援
補
助
金
」、「
家
賃

支
援
助
成
金
、
家
賃
減
免
支
援
補
助

金
」の
ほ
か
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言

に
基
づ
く
外
出
自
粛
や
店
舗
の
休
業

要
請
に
よ
り
売
り
上
げ
が
激
減
し
た

飲
食
店
を
対
象
と
し
た「
宮
の
食
べ

ト
ク
チ
ケ
ッ
ト
」を
い
ち
早
く
展
開

さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
き
め
細
か
な
支
援

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
建
設
業
や
製
造
業
な
ど
一

部
の
業
種
に
お
い
て
は
、
現
時
点
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
て
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は

受
注
の
先
送
り
や
減
少
に
よ
る
収
益

の
悪
化
を
懸
念
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
支
援
策
の
継
続
的
な
実
施
と
、

公
共
工
事
の
発
注
増
加
や
建
設
業
・

製
造
業
を
対
象
と
し
た
助
成
金
制
度

の
創
設
を
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課
、
技
術
監
理
課

請
期
限
を
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
延

長
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
国
・
県
等
の
動
向
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
経
済
状

況
や
事
業
者
の
声
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支
援

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た
な

取
組
へ
の
支
援
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
者
が

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
や
３
密
回
避
に
取
り
組

む
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る「
新
業

態
開
拓
等
支
援
補
助
金
」を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
に
お
き
ま
し
て
、
同
様

の
補
助
制
度
で
あ
る「
栃
木
県
地
域

企
業
感
染
症
対
策
支
援
補
助
金
」の

受
付
が
令
和
３
年
１
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
つ
き

ま
し
て
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

が
新
た
な
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

当
該
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
促
し

て
ま
い
り
ま
す
。

3
事
業
者
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
に
つ

い
て

　
（
中
略
）大
企
業
で
は
、
事
前
対
策

の
取
り
組
み
が
一
定
程
度
進
ん
で
い

る
一
方
で
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者

に
お
け
る
取
り
組
み
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ

令
和
３
年
度
宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
建
設
業
や

製
造
業
を
含
め
た
事
業
者
へ
の
継
続

的
な
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
緊
急
的
な
給
付
金
と
融
資
で

支
え
て
い
く
考
え
方
の
も
と
、「
企

業
等
応
援
助
成
金
」な
ど
の
本
市
独

自
の
支
援
策
を
国
・
県
に
先
駆
け
て

迅
速
か
つ
き
め
細
か
に
実
施
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

第
3
波
の
到
来
に
よ
り
、
今
後
も
中

小
企
業
か
ら
一
定
の
資
金
需
要
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
令

和
２
年
12
月
末
ま
で
で
あ
っ
た「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特

別
資
金
」の
受
付
期
間
を
、
令
和
３

年
３
月
末
ま
で
延
長
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
令
和
３
年
度
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
、
事
業
の
継
続
や
経

営
の
安
定
化
等
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
共
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
安
心
に
必
要
な
社
会
基
盤
な
ど
、

社
会
の
安
定
の
維
持
や
地
域
経
済
の

下
支
え
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
計
画
的
か
つ
安
定
的
な
工
事
の
発

注
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
に
必
要
と
な
る
契
約
変
更

な
ど
、
事
業
者
に
対
し
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。
特
に
経
営
資
源
が
脆
弱

な
小
規
模
事
業
者
は
、
ひ
と
た
び
被

災
す
る
と
事
業
の
継
続
に
大
き
な
影

響
を
受
け
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。

　
（
中
略
）つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
事

業
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
災

害
リ
ス
ク
の
存
在
を
認
識
・
浸
透
さ

せ
る
こ
と
お
よ
び
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
普

及
の
た
め
、
国
の
事
業
継
続
力
強
化

計
画
の
認
定
取
得
に
取
り
組
む
事
業

者
に
対
し
て
独
自
の
助
成
や
市
の
制

度
融
資
利
用
時
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付

与
等
の
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
商
工
会
議
所
と
共
同
で

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
等
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
普
及
・
促
進

に
対
す
る
協
力
・
助
成
に
つ
い
て
も

要
望
し
ま
す
。

【
回
答
】商
工
振
興
課

　

地
域
の
事
業
者
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

普
及
に
係
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
、
災
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
多
く
の
事
業

者
が
影
響
を
受
け
て
い
る
中
、
本
市

が
持
つ
防
災
情
報
や
災
害
リ
ス
ク
等

を
、
地
域
の
事
業
者
が
認
識
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
市

の
出
前
講
座
の
活
用
を
促
す
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
者
へ
の
周

知
・
啓
発
活
動
を
通
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
建
設
業

や
製
造
業
を
含
め
た
事
業
者
へ
の
助

成
金
制
度
の
創
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
や
事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
で
把
握
し
た
事
業
者
の
経

営
状
況
・
ニ
ー
ズ
の
ほ
か
、
国
・
県

等
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
時
機
を
捉
え
た
適
切
な
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
金
融

支
援
に
つ
い
て　

　
（
中
略
）中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、

資
金
力
が
脆
弱
で
あ
り
、
資
金
調
達

を
民
間
金
融
で
カ
バ
ー
で
き
ず
に
公

的
な
制
度
融
資
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
国

の
特
別
融
資
制
度
に
加
え
、
当
商
工

会
議
所
が
窓
口
と
な
る
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資（
マ
ル
経
融

資
制
度
）、
さ
ら
に
市
が
当
該
融
資

制
度
に
よ
り
資
金
繰
り
支
援
を
継
続

す
る
こ
と
が
、
地
域
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
再
起
・
持
続
に
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
制
度
融
資

の
対
応
期
間
延
長
、
さ
ら
に
は
保
証

料
補
助
枠
の
拡
大
や
金
利
負
担
の
軽

の
策
定
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の

普
及
・
促
進
に
向
け
た
貴
所
へ
の
協

力
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る

に
当
た
っ
て
、
よ
り
多
く
の
事
業
者

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

市
民
に
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
事
業

者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
普
及
・
促
進
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

4
企
業
誘
致
、
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
い
て

　
（
中
略
）新
た
な
企
業
の
立
地
は
地

域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

も
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
働

き
方
の
変
化
や
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
す
る
た
め
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
新
た
な
企
業

誘
致
の
取
り
組
み
を
栃
木
県
と
一
体

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
が
進
出
し
た
い
街
づ

く
り
と
同
時
に
す
す
め
て
い
る「
人

が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

づ
く
り
」を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

移
住
・
定
住
相
談
窓
口
の
開
設
、
家

賃
補
助
制
度
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
起
業

促
進
補
助
金
な
ど
、
移
住
・
定
住
に

関
す
る
伴
走
型
支
援
を
展
開
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
移
住
・
定
住
人
口
の

増
加
は
、
行
政
投
資
の
充
実
に
よ
る

市
民
生
活
の
向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
を
図
り
、
本
市
が
持
続

的
発
展
を
図
る
う
え
で
最
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
事
項
を
要

望
し
ま
す
。

① 

本
市
の
東
京
圏
に
お
け
る
交
流
・

活
動
拠
点
で
あ
る「
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」の
有
効
活
用

② 

移
住
・
定
住
に
係
る
支
援
策
の

拡
充（
市
外
か
ら
の
移
住
者
を
受

け
入
れ
た
企
業
に
対
す
る
助
成

金
な
ど
）

③ 

栃
木
県
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に

よ
る
企
業
誘
致
、
移
住
・
定
住

促
進

【
回
答
】政
策
審
議
室
、
産
業
政
策
課
、

商
工
振
興
課

① 「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
圏
の
人

や
企
業
に
対
し
て
本
市
の
魅
力

を
発
信
し
、
新
た
な
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
東

京
圏
の
人
や
企
業
の
誘
致
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
２
年

10
月
に
東
京
都
内
に
開
設
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

企
業
誘
致
等
の
推
進
に
向
け
、

「
宇
都
宮
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
」を
活
用
し
な
が
ら
、
東
京
圏

等
の
企
業
に
対
し
、
本
市
の
立

地
環
境
や
支
援
制
度
等
を
積
極

的
に
周
知
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
、
企
業
誘
致
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

② 
移
住
・
定
住
に
係
る
支
援
策
の

拡
充
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
圏

か
ら
本
市
へ
移
住
し
、
登
録
企
業

に
就
職
す
る
方
に
対
し
て
支
援

金
を
支
給
し
、
本
市
へ
の
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る「
移
住
支
援
事

業
」な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
外
の
大
学
生
等
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
中
小
企

業
を
支
援
す
る「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

人
材
確
保
支
援
補
助
金
」制
度
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
、
引
き
続
き
、

移
住
・
定
住
と
中
小
企
業
の
人

材
確
保
の
両
面
か
ら
、
こ
れ
ら

の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

③ 

企
業
誘
致
、
移
住
・
定
住
促
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

企
業
誘
致
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス

出
展
や
東
京
圏
に
お
け
る
合
同

移
住
相
談
会
な
ど
、
栃
木
県
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　
　

令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
県
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
も
含
め
た
企
業
誘
致
や

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
の
効

果
的
な
支
援
策
を
検
討
し
、
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要望・回答全文は
こちら

宇都宮市経済部大竹部長（右）から回答書を受け取る丹羽専務理事（左）
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【
期
間
】 

令
和
３
年
６
月
〜
10
月
頃

【
講
義
回
数
】　

全
34
回

【
会
場
】 
当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】 

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】　

１
万
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】 

30
名

【
受
講
資
格
】　

宇
都
宮
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方（
学
生
は

除
く
）

【
申
込
】 

本
号
折
込
チ
ラ
シ（
当
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
５
月
21
日（
金
）ま

で
に
、
直
接
当
所
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
講
じ
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
延
期
、
変
更
お
よ
び
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
次
世
代
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

事
業
承
継
を
支
援
す
る
た
め
、
当
所

が
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公
的
機
関

で
す
。
４
月
１
日
付
に
て
プ
ッ
シ
ュ

型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業
の
機

能
を
統
合
し「
栃
木
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
新

た
な
体
制
で
業
務
運
営
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
第
三
者
承
継
支
援
事
業
に

加
え
、
親
族
内
承
継
・
経
営
者
保
証

解
除
業
務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う

　

本
支
援
金
は
、
本
年
１
月
の
緊
急

事
態
宣
言
に
伴
う
飲
食
店
の
時
短
営

業
や
不
要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自

粛
に
よ
り
、
売
上
が
50
％
以
上
減
少

し
た
中
小
法
人
、
個
人
事
業
者
に
給

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
支
援
金
申
請
の
際
に
は
登
録
機

関
に
よ
る『
事
前
確
認
』が
必
要
に
な

り
ま
す
。
会
員
事
業
所
を
対
象
に
当

所
は
登
録
機
関
と
し
て
事
前
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
確
認
を
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
確
認
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
、
事
前
予
約
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
一
時
支
援
金
の
内
容
や
申

請
手
続
に
関
す
る
こ
と
は
、
一
時
支

援
事
務
局（
☎
0
1
2
0
-2
1
1
-

2
4
0
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

を
対
象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
承
継
に
悩
む
中
小
企
業
を
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
事
業
承
継
の
総
合
支
援
窓
口
と

し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

① 

申
請
者
が
ア
カ
ウ
ン
ト
の
申

請
・
登
録
を
実
施

　
　

一
時
支
援
金
事
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
仮
登
録（
申
請
Ｉ
Ｄ

発
番
）を
行
い
、
事
前
確
認
に

必
要
な
書
類
を
準
備

　
　
　
　
　
　

➡

② 

事
前
確
認
の
依
頼
・
事
前
予
約

　
　

上
記
の
事
前
確
認
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
予
約（
事
前
予

約
せ
ず
に
当
所
に
訪
問
し
た

場
合
は
、
対
応
い
た
し
か
ね

ま
す
）

　
　
　
　
　
　

➡

③ 

事
前
確
認
の
実
施

　
　

対
面
・
電
話
を
通
じ
た
書
類

の
有
無
や
質
疑
応
答
に
よ
る

形
式
的
な
確
認（
会
員
事
業
所

は
確
認
内
容
を
一
部
省
略
で
き

ま
す
）

　
　
　
　
　
　

➡

④ 

事
前
確
認
完
了
後

　
　

一
時
支
援
金
事
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
必

要
事
項
の
入
力
等
を
行
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
緩
和
に
係
る
一
時
支
援
金

チ
ラ
シ
展
示
コ
ー
ナ
ー

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

事
業
承
継
に
悩
む
中
小
企
業
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

会
員
事
業
所
を
対
象
に
一
時
支
援
金
の

事
前
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

https://
w
w
w
.tochigi-saiseishien.jp

問合せ

専任アドバイザーによる窓口相談
●財務諸表等により現状分析　●支援施策の紹介　●企業再生の可能性の検討

第一次
対 応

専門家チームが再生計画の策定を支援
●再生手法の検討→再生計画の策定　●債権者間調整～合意

第二次
対 応

企業再生

◎事業自体は円滑に行われているが、過去の投資等による借入金の返済負担等で、
資金繰りが悪化している場合

◎事業存続の見通しはあるものの、事業見直しや金融機関との調整が必要な場合
◎災害により、被害を受けた場合

再生計画スタート　●再生計画の進捗状況をサポート

再生計画を策定して金融機関との調整が必要な場合

ただし再生計画策定において
必要に応じてご負担いただく場合があります。

このような
ケースに
当てはまる

企業が対象です

相談費用 相談無料
ご相談内容は守秘義務により
厳重に保護します。守秘義務

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会を紹介されることもあります。

ホームページを開設しました。ご相談は事前に電話またはホームページ内メールフォームでのご予約をお願いします。

　

飲
食
店
の
方
向
け
に
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
お
弁
当
、
ラ
ン
チ
営
業
等
の

チ
ラ
シ
を
無
料
で
展
示
で
き
る
ラ
ッ

ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
所
や
栃
木
県
産
業
会
館
へ
の

来
訪
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

飲
食
店
で
の
消
費
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

飲
食
店
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
！

飲
食
店
を
み
ん
な
で
応
援
！

チ
ラ
シ
展
示
コ
ー
ナ
ー

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

展示順

残　部

申込方法

設置場所

展示数

展示部数

規　格

期　間

料　金

条　件

その際に、窓口で申込書をご記入いただきます。
申込書に押印等はありません。

チラシを30部～50部ほど当所窓口にご持参ください。

返却しません

会員企業を優先

宇都宮商工会議所入口前

最大75社

30部～50部程度

※A3サイズ等は二つ折りにして納品してください。
原則A4サイズ（ラックのサイズがＡ４規格）

１カ月程度

無料

・テイクアウトやお弁当、ランチ営業を紹介する
　案内チラシであること

・宇都宮市内に所在する飲食店であること

公式サイト

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

事前確認
申込フォーム

一時支援金
ホームページ

申
請
の
流
れ

当所入口前に設置した専用ラック



商工会議所共済制度
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専 門 相 談 オンライン研修講座（共催：東京商工会議所）

無料の専門相談をご利用ください 年間100 を超える研修講座を
オンラインで開催中

ここではまもなく開催する研修講座の一部をお知らせします。

会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■企業年金相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	 改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
相談員	 協力保険会社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月13日（火）	、5月18日（火）	午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、	不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（隔月第3金曜日・要予約）
日　時	 4月16日（金）		午後１時３０分〜４時３０分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■テレワーク相談窓口
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 当所HPから受付
内　容	 自宅で社内環境を利用したい、テレワークしたい等
相談員	 NTTユーザ協会宇都宮地区協会
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

貿易実務講座〔基礎編〕
日　時	 ４月22日（木）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 新任の貿易実務担当者やこれから貿易ビジネスを始める方を

対象に、貿易取引の一連の流れと基礎的な実務知識を解説し
ます。

◎研修料金（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円	➡ 会員：19,800円　　

社会保険実務講座〔入門編〕
日　時	 ５月11日（火）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 社会保険の改正点や必要不可欠な基本的な知識について、

実務上発生しやすい事例を交えながら習得します。
◎研修料金（税込、資料代含む）
一般：39,600円	➡ 会員：19,800円　　

システム開発・ソフトウェア契約のトラブル対処法講座
日　時	 ５月12日（水）　午後1時30分〜午後5時
内　容	 ソフトウェア契約やシステム開発のトラブルについて、裁判例

をベースにトラブル対処法を解説します。
◎研修料金（税込、資料代含む）
一般：28,600円	➡ 会員：14,300円　　

ビジネス法務入門講座
日　時	 ５月17日（月）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 総務・人事担当者のみならず営業担当者等も対象に、ビジネ

スを行っていく上で必要な法律知識を基本から、実例を交え
て解説します。

◎研修料金（税込、資料代含む）
一般：39,600円	➡ 会員：19,800円　　

事例で学ぶ！新入社員のためのコンプライアンス講座
日　時	 ５月18日（火）　午前10時〜午後1時
内　容	 社会人経験のない新入社員に、そもそもコンプライアンスと

は何か、なぜ守らなければならないのかを分かりやすく説明
し、遵守しない怖さを実感させます。

◎研修料金（税込、資料代含む）
一般：22,000円	➡ 会員：11,000円　　

新任Web担当者のためのWeb活用基礎講座（２日間）
日　時	 5月19日（水）〜20日（木）　午前10時〜午後4時30分
内　容	 新任Web担当者が、身につけておきたい基本的な知識や活

用法について理解を深めていただき、今後の取り組みに役立
てていただきます。

◎研修料金（税込、資料代含む）
一般：81,400円	➡ 会員：40,700円　　

■オンライン経営相談（毎週	月・水・金・要予約）
日　時	 月・水・金	（午前10時〜午後4時	相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから申込
内　容	 資金繰り、小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金、
	 IT導入補助金、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

会場：Zoomライブ配信
申込：当所ホームページの専用申込フォーム、または受講申込
書をダウンロードし、必要事項をご記入のうえＦＡＸにてお申し
込みください。
問合せ : 総務部 ☎028-637-3131
■研修内容

相談
無料

有限会社 随想舎
☎028-616-6605  5028-616-6607
有限会社  栃木広告社
☎028-639-1115  5028-639-1116 〈問合せ〉 総務部 ☎028-６３７-３１３１

宇都宮商工会議所  総務部
☎028-637-3131
5028-634-8694

入会希望事業所を
ご紹介ください

－ がんばる経営をお手伝いします －「天地人」広告の申し込み・問合せは

「天地人」広告募集
会員登録情報の変更について

変更がありましたら
ご一報ください！

　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所ま
たは事務所の移動による住所の変更、代表者また
は支店長の変更などが生じました場合には、総務
部会員担当まで、ご連絡をお願いします。

4月のふれあい共済等
口座振替日

4月22日（木）
〈振替対象〉

 ◎ふれあい共済
 ◎特定退職金共済
 ◎その他アクサ生命㈱の 
 　団体扱い保険

ふれあい共済の保障内容（Ｅコース１口）
      見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容（Ｅコース１口）

表1

ふれあい共済[入院給付金付災害割増特約・
ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）]

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

560万円 一律 15,000円

一律 10,000円

一律 20,000円

一律 30,000円

一律 40,000円

一律 50,000円

一律 4,000円
一律 100,000円
一律 10,000円
一律 10,000円
一律 10,000円

記念品

記念品

5日以上

1日以上
6日以内
7日以上
14日以内
15日以上
24日以内

25日以上
59日以内

60日以上

120万円
（死亡保険金）

560万円

120万円

1日あたり
（日帰り入院から60日限度）
3,740円

不慮の事故による死亡
[死亡保険金（主契約）＋災害保険金]

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人１保険期間２回限度）

病気による入院見舞金

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金（要介護5）
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金

一律 5,000円小学校入学祝給付金
還暦祝品（60歳6カ月に達し、制度更新をした加入者）
加入年齢の満了祝品（75歳6カ月に達し、制度を満了した加入者）

（入院１日以上、一人１保険期間２回限度）

上記以外の事由により死亡

不慮の事故による高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

傷害または疾病による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）

お支払い事由 保険金額

死
　亡

4万円ガン入院一時金
（ガンで１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

2万円
6大生活習慣病入院一時金
（６大生活習慣病で１日以上の入院をしたとき、1年に1回限度）

10万円
ガン先進医療一時金
（ガンの治療を直接の目的とした先進医療による療養を受けたとき）

入 

院 

・ 

治 

療

高
度
障
害

表2

給付内容 給付金額
特
定
退
職
金
共
済
制
度

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

〈
定
期
保
険

 （
団
体
型
）引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

ふ
れ
あ
い
共
済

　
「
ふ
れ
あ
い
共
済
」は
、宇
都
宮

商
工
会
議
所
会
員
の
み
が
加
入
で

き
る
共
済
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、当
所
独
自
の
給

付
制
度（
見
舞
金
・
祝
給
付
金
・
補

助
制
度
）と
、当
所
が
ア
ク
サ
生
命

保
険
㈱
と
締
結
し
た
入
院
給
付
金

付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
重
点
保

障
型
生
活
習
慣
病
一
時
金
特
約
付

き
定
期
保
険（
団
体
型
）を
組
み
合

わ
せ
た
保
障
プ
ラ
ン
の
名
称
で
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
ご
加
入
い

た
だ
き
た
い
制
度
で
す
。

　

下
記
、ふ
れ
あ
い
共
済
制
度
の
一

部
抜
粋
部
分（
表
１
、表
２
）を
参

照
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

（
表
の
記
載
は
一
部
抜
粋
し
た
も
の

で
す
）

　

ご
契
約
の
際
に
は
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・

注
意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

所
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
種
祝
給
付

金
や
見
舞
金
な
ど
請
求
漏
れ
が
な

い
か
、新
入
社
員
等
の
加
入
漏
れ
が

な
い
か
な
ど
再
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、本
号
に
折
り
込
み
さ
れ
て

い
る「
巡
回
健
康
診
断
」「
日
帰
り
人

間
ド
ッ
グ
」を
割
引
価
格
で
お
申
し

込
み
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
割
引
は
事
業
所
あ
た
り
共
済
加

入
者
数
分
の
み
適
用
と
な
り
ま
す
。

〈
会
員
事
業
所
限
定
〉「
ふ
れ
あ
い
共
済
」制
度
の
ご
案
内

※研修講座内容の詳細や年間スケジュールは、記載のQRコードからご確
認ください。

当所HP

オンライン研修講座



約6,200

約6,200 3028-616-6605
www.zuisousha.co.jp

宇都宮市本町10-3 TSビル

随想舎有限会社

19,518宇都宮商工会議所管内の事業所数

[平成28年経済センサス活動調査]
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チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

当所入口で
PRしませんか

無 料
※ご希望の方は、

総務部までご連絡ください。
申込書を FAX で送信します。

会員企業展示コーナー

総務部
☎028-637-3131
6028-634-8694

問合せ

世界のお茶の専門店　Y's tea
〒320-0803 宇都宮市曲師町5-3 タキヤビル２Ｆ

☎０２８-６３９-６６０１
営業時間／11：00〜18：00（ラストオーダー17：00）

定休日／月・火曜日（祝日の場合は営業・翌日振替）
http://y-tea.shop-pro.jp

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル ◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311 
企画展「栃木県立博物館の収蔵庫は宝の山	博物館の資料収集活動」
4月24日（土）〜6月27日（日）
　昨年3月、栃木県立博物館に新しく収蔵庫棟（集めた資料を保管し
ておく建物）が完成しました。本格的な使用開始は、今年4月からで
す。これを記念して、開館以来40年近くにわたって集められた、考
古、歴史、民俗、美術工芸、地学、植物、動物の各分野のさまざ
まな資料の中から自慢の逸品を一度に公開します。（同館チラシより）
一般=260円／大・高校生=130円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「ジョルジュ・ビゴー展」
5月16日(日)まで
　ジャポニスムがヨーロッパを席巻した時代、海を渡って日本へと
やってきたジョルジュ・ビゴー（1860 〜 1927）。宇都宮美術館
が所蔵する油彩、水彩、素描、版画、その他の資料など、およそ
300点の作品を通じて、近代化のさなかの日本の姿を目撃したこの
稀有なフランス人芸術家を紹介する。（当館HPより）
一般＝800円／大・高生＝600円／小中学生＝400円

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「町田市立博物館所蔵	岩田色ガラスの世界	岩田藤七・久利・糸子」
4月17日（土）〜6月27日（日）
　昭和初期、ガラスといえば食器や板ガラスなどの実用品や、硬質
な切子ガラスなどの生産が一般的でした。そこで岩田藤七（いわた 
とうしち 1893－1980）は、宙吹き技法による溶けたガラス特有
のやわらかな造形に豊かな色彩をまとった作品を発表し、日本のガ
ラス工芸を芸術の域にまで高めました。（当館チラシより）
一般=900円／大・高校生=600円／中学生以下無料応募先

〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所	会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

Ａ〜Fの文字を並べ替えて、ある言葉をつくってください
〈ヒント〉		最近なにかと出てくる「ＳＤＧｓ」のことば。
	 日本語では「□□□□□□な開発目標」と訳されています

1.
2.
3.
5.
6.
7.
10.
13.
14.
15.
17.
18.
21.
22.
23.

1.
4.
8.
9.
11.
12.
14.
16.
19.
20.
22.
24.
25.
26.

滝廉太郎作曲の「花」の歌い出しは「春のうららの○○○○○」
春の花々の○○を求めてたくさんの○○蜂が飛び回っています
料理の調理法を記したメモ
よく言います。「○○に引かれて善光寺参り」
女竹を生地のまま使って作った横笛
不測の事態や臨時の出費に備えて用意しておく「○○○」
金属製のくさりのこと
ロシア南部とイラン北部に広がる世界最大の湖。チョウザメの産地
よく言われる忖度？語「言わぬが○○」
「あいつを抜擢したんだが期待はずれで思わぬ○○○だった」などと
複数の政党で構成する「○○○○政権」
約７０年ぶりにこの４月から１円切手が前島密から「○○○○」に変更
朝鮮語でキキョウの花の意、民謡にこの名の歌がある
ことばあそび「○○に毛があり、ハゲに毛がなし」
フランス語で「はい」の言い方は？

宝塚歌劇団の愛唱歌「○○○の花の咲く頃」
「彼の家の書斎の○○○○の多さにビックリ。さすが博識家だね」などと
相変わらず政治家の「○○○○での決めごと」は減りませんね
江戸時代の忍者たちは別名「○○○の者」とも呼ばれていました
学校の部活動に必要な費用
絵を描くことを職業とする人
「風邪ひいたの？声が少し○○○○になっているけど」などと
春、青紫の小花を咲かせる欧州原産の多年草。漢字で「勿忘草」と書く
最上等のものから最下等のものまでの例え。「○○からキリまで」
ブラジル南部サンパウロの外港の名。人名にも多く聞く
今はあまり見られない客の求める量をその都度はかって売ること
ことわざ「○○あれば苦あり」
脊椎動物の頭部と背骨をつなぐ骨
物音一つせず静まりかえっていること。「夜の○○○」

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー

●	

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

和
歌
山
県
太
地
町
の
伝
統
的
な
イ
ル

カ
漁
を
糾
弾
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画『
ザ
・
コ
ー
ヴ
』や
、
捕
鯨
を
妨
害

す
る
環
境
保
護
団
体
の
活
動
な
ど
、
近

年
さ
ま
ざ
ま
な「
過
激
な
動
物
保
護
・

環
境
保
護
活
動
」に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
書
は『
動
物
記
』で
名
高
い

シ
ー
ト
ン
、
自
然
や
動
物
の
写
真
家
・

星
野
道
夫
、
そ
し
て『
ザ
・
コ
ー
ヴ
』に

つ
い
て
、
そ
の
背
景
も
含
め
て
解
き
明

か
し
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ン
や
星
野
が
、

自
ら
の
実
体
験
の
中
か
ら
思
想
を
生
み

出
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、
近
年
の
環

境
過
激
派
の
思
想
は
実
は
伝
統
的
な
偏

見
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ナ
ル
な
面
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。
情
緒
に
と
ら
わ
れ
た
言
説
が
現

実
に
対
し
て
い
か
に
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

『
快
楽
と
し
て
の
動
物
保
護
』

信
岡
朝
子［
著
］

講
談
社

２
２
０
０
円
＋
税

ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
き
水
の
よ
う
に

溢
れ
て
く
る
。

ワ
ク
ワ
ク
し
よ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　１９７５年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。約
３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺
産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディア出演
のオファーも多数。ベストセラーの『ポジティブの教科書』のほか、
著書は 50 冊を超える。２０１３年度文化庁から文化交流使に任命さ
れ、ベトナム・インドネシアにて、書道ワークショップを開催、17
年にはワルシャワ大学にて講演など、世界各国で活動する。近年、
現代アーティストとして創作活動を開始し、15 年カリフォルニアに
て、アメリカ初個展、19 年アートチューリッヒに出展、20 年には、
ドイツ、代官山ヒルサイドフォーラム、日本橋三越、大丸松坂屋（京
都店・心斎橋店）、GINZA　SIX、伊勢丹新宿店にて、個展を開催し、
盛況を博す。

公式ホームページ : https://www.souun.net/
公式ブログ【書の力】 : http://ameblo.jp/souun/
LINE ブログ : http://lineblog.me/takeda_souun/
Face book : https://www.facebook.com/souun.calligraphy?hc_
ref=SEARCH&fref=nf
Twitter : https://twitter.com/souuntakeda?lang=ja
Instagram : https://www.instagram.com/souun.takeda/?hl=ja

武田  双雲 
たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「湧々」
　

何
か
良
い
事
が
あ
っ
た
時
、
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
で
楽
し
い
気
分
に
な
り
た
い

時
に
楽
し
め
る
紅
茶
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

「
紅
茶
で
乾
杯
！
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た

シ
ャ
ン
パ
ン
フ
レ
ー
バ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
レ
ン
ド
紅
茶
で
す
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
シ
ャ

ン
パ
ン
に
用
い
る
葡
萄
の
フ
レ
ー
バ
ー

と
華
や
か
な
花
び
ら
各
種
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
、
豪
華
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ

い
が
特
徴
で
す
。

　

素
材
の
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
自
慢
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
紅
茶
や
、
世
界

各
国
の
産
地
別
紅
茶
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

な
ど
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
併
設
さ

れ
た
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
淹
れ
た
て

の
紅
茶
や
食
事
な
ど
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。解答フォーム

オリジナルブレンド紅茶
『Champagne	party（シャンパンパーティー）』50g		
税込価格	1,285円

世界のお茶の専門店 Y's tea

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記のＱＲコードからご覧ください。
https://www.ucci-support.com

会員
情報局

ど
ん
な
お
店
？



　

室
町
時
代
な
か
ば
の
1
4
8
6
（
文

明
18
）年
9
月
、京
都
聖し

ょ
う
ご
い
ん

護
院
の
門も

ん
ぜ
き跡（
住

職
）道ど

う
こ
う興（
1
4
3
0
～
1
5
0
1
）が

宇
都
宮
を
訪
れ
、
粉こ

河か
わ

寺で
ら

に
止
宿
し
た
。

粉
河
寺
は
、
現
在
の
本
町
、
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
一
帯
に
あ
っ
た
広
大
な
寺
院

で
、
明
治
時
代
に
廃
寺
と
な
っ
た
。
粉
河

寺
と
い
う
と
、
ま
ず
は
和
歌
山
県
紀
の
川

市
に
所
在
す
る
粉
河
寺（
以
下
、
紀
伊
粉

河
寺
）が
思
い
浮
か
ぶ
。
紀
伊
粉
河
寺
は

西
国
三
十
三
所
観
音
第
３
番
札
所
と
し

て
、
現
在
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
。

7
7
0（
宝
亀
元
）年
に
大
伴
孔く

子じ

古こ

の

創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
、
そ
の
由
来

を
描
い
た『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』は
、
平

安
時
代
後
期
の
優
れ
た
絵
巻
と
し
て
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

奇
し
く
も
、
紀
伊
粉
河
寺
は
道
興
が

門
跡
を
つ
と
め
る
聖
護
院
配
下
の
修し

ゅ
げ
ん
じ
ゃ

験
者

（
山
伏
）た
ち
が
霊
験（
神
仏
の
ふ
し
ぎ
な

力
の
現
れ
）を
え
る
た
め
に
修
行
す
る
行

ぎ
ょ
う

場ば

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
本
尊
千
手
観

音
を
勧
請
し
て
1
3
8
2
（
永
徳
2
）年

に
宇
都
宮
に
も
粉
河
寺
が
創
建
さ
れ
た
と

い
う（『
下
野
国
誌
』）。
こ
の
い
き
さ
つ
を

聞
い
て
感
激
し
た
道
興
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
和
歌
を
記
し
た
短
冊
を
粉
河
寺
の
僧

侶
に
与
え
て
い
る（『
廻
国
雑
記
』）。

　

契ち
ぎ
り
あ
れ
や
東
路
と
を
く
紀
の
国
に　

あ

ら
ぬ
こ
か
は（
粉
河
）の
寺
に
宿
れ
る（
前
世

か
ら
の
因
縁
か
、
東
国
か
ら
は
る
か
に
遠

い
紀
の
国
に
あ
る
粉
河
の
寺
に
宿
る
と
は
）

　

道
興
が
歌
に
も
詠
ん
だ
よ
う
に
、
な
ぜ

宇
都
宮
か
ら
遠
く
離
れ
た
紀
伊
粉
河
寺

が
わ
ざ
わ
ざ
勧
請
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

粉
河
寺
が
宇
都
宮
に
創
建
さ
れ
た

1
3
8
2
年
か
ら
お
よ
そ
12
年
前
、

1
3
7
0（
応
安
3
）年
の
紀
州
は
戦
雲
に

包
ま
れ
て
い
た
。
鎌
倉
幕
府
の
滅

亡
後
ま
も
な
く
に
は
じ
ま
っ
た
南

北
朝
の
内
乱
は
、
約
60
年
間
に
わ

たって
日
本
全
国
を
戦
乱
の
渦
に
巻

き
込
ん
だ
が
、
そ
の
さ
い
に
足
利
尊

氏（
1
3
0
5
～
5
8
）の
室
町
幕

府
が
擁
立
す
る
北
朝
に
対
し
、
南

朝
方
は
劣
勢
な
が
ら
も
大
和
吉

野
地
方
や
紀
州
な
ど
で
抵
抗
を
つ

づ
け
て
い
た
。

　

南
朝
方
の
盛
衰
を
描
い
た

史
書『
南な

ん
ぽ
う方
紀き

で
ん伝
』に
よ
れ
ば
、

1
3
7
0
年
に
幕
府
の
命
令

で
宇
都
宮
城
主
宇
都
宮
氏う

じ
つ
な綱

（
1
3
2
6
～
7
0
）が
紀
州

の
南
朝
方
鎮
圧
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、

南
朝
方
の
抵
抗
は
激
し
く
、
氏
綱
は
同
年

5
月
に
紀
伊
粉
河
寺
ま
で
一
時
撤
退
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
畠
山
氏
の
援
軍
を
え
て

よ
う
や
く
南
朝
方
を
破
っ
た
も
の
の
、
7

月
5
日
に
氏
綱
は
紀
州
で
陣
没
し
た
。
の

ち
に
粉
河
寺
が
宇
都
宮
に
勧
請
さ
れ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
氏
綱
は
紀
伊
粉
河
寺
で
没

し
た
の
だ
ろ
う
。

　

粉
河
寺
が
宇
都
宮
に
勧
請
さ
れ
た

1
3
8
2
年
は
、
ち
ょ
う
ど
氏
綱
の
13
周

忌
に
あ
た
り
、
そ
の
法
要
も
兼
ね
て
氏
綱

の
孫
満
綱
が
粉
河
寺
を
創
建
し
た
。
ふ

る
さ
と
を
遠
く
離
れ
た
異
郷
の
地
で
没

し
た
氏
綱
の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た

粉
河
寺
は
、
壇だ

ん

越お
つ

で
あ
る
宇
都
宮
氏
が

1
5
9
7
（
慶
長
2
）年
に
滅
亡
し
た
の

ち
も
そ
の
寺
格
を
維
持
し
た
。
紀
伊
と

宇
都
宮
の
ふ
た
つ
の
粉
河
寺
の
存
在
は
、

戦
乱
の
影
響
で
各
地
の
武
将
が
全
国
規
模

で
移
動
を
繰
り
返
し
た
南
北
朝
の
内
乱
と

い
う
激
動
の
時
代
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

うつのみや

歴史民俗
紀行

歴史民俗紀行
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第13回

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20214月〜			 5月 卯月─皐月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各イベントが中止となっている関係から「しもつけ歳時記」を休載とします。

広大な粉河寺境内（栃木県立博物館蔵、「下野宇津宮図」、部分）

紀伊粉河寺の本堂（国重文）と庭園（国名勝）

ふたつの粉河寺が物語る
激動の南北朝時代
宇都宮短期大学  教授  江田  郁夫

栃木県立博物館 学芸員  山本  享史
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一
番
初
め
の
原
稿
に
な
り
ま
す

の
で
、
あ
え
て
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を

書
き
ま
す
ね
。

　

ぼ
く
の
先
輩
、
山
田
邦
明
さ
ん

が
、
２
０
２
０
年
８
月
に
『
上
杉

謙
信
』
と
い
う
本
を
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
歴
史
書
籍
の
老
舗
、
吉

川
弘
文
館
の
「
人
物
叢
書
（
そ

う
し
ょ
）」
の
一
冊
で
す
。
越
後
の

戦
国
大
名
、
謙
信
の
等
身
大
の
姿

が
、
信
頼
で
き
る
史
料
か
ら
き
っ

ち
り
と
復
元
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
良
い
本
で
す
。

　
「
人
物
叢
書
」
は
第
一
線
の
歴

史
研
究
者
に
、
著
名
な
人
物
の

伝
記
を
描
か
せ
る
と
い
う
も
の
で
、

現
在
３
０
０
冊
ほ
ど
が
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
胆
な
仮
説
や
奇
抜

な
叙
述
ス
タ
イ
ル
は
歓
迎
さ
れ
ま

せ
ん
。
確
実
な
史
料
を
基
に
、淡
々

■ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
と
は
？

　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
毎
月
の

特
集
や
歴
史
的
読
み
物
「
う
つ
の
み

や
歴
史
民
俗
紀
行
」、
シ
リ
ー
ズ
連

載
の
「
社
是
社
訓
は
企
業
の
原
点
」

な
ど
の
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

最
新
記
事
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た

時
や
、
宇
都
宮
の
歴
史
を
調
べ
る
際

に
便
利
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
に
は
、
前

月
号
ま
で
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
最
新
情
報
は
本

誌
で
お
届
け
し
ま
す
。

■ 

有
料
広
告
・
チ
ラ
シ
折
り
込
み

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
や
記
事
型
広

告
、
チ
ラ
シ
折
り
込
み
な
ど
の
ご
案

内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
当
所
会
員

と
人
物
を
語
る
。
山
田
さ
ん
は
そ

の
要
求
に
誠
実
に
、
本
書
を
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ど

う
な
っ
た
か
。

　

上
杉
謙
信
と
い
え
ば
、
何
と
いっ

て
も
「
義
の
武
将
」
で
す
。
義
理

に
厚
く
、
他
へ
の
侵
略
を
よ
し
と
し

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
に
は
そ
う

し
た
イ
メ
ー
ジ
へ
の
言
及
が
見
当
た

り
ま
せ
ん
。「
謙
信
と
義
」
と
い
う

の
は
、
江
戸
時
代
に
語
ら
れ
た
ス

ト
ー
リ
ー
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
同
じ

く
、
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
「
敵

に
塩
を
送
る
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
触

れ
ら
れ
て
な
い
。
妻
が
い
た
説
も
取

り
上
げ
て
な
い
。
ま
し
て
や
八
切
止

夫
さ
ん
（
昭
和
の
小
説
家
）
以
来
の

「
実
は
女
性
だ
っ
た
」
説
な
ん
て
論

外
で
す
。

　

ぼ
く
は
大
学
で
も
職
場
で
も
後

等
の
代
表
者
宛
に
毎
月
お
届
け
し
て
い

る
媒
体
で
す
の
で
、
特
に
企
業
向
け
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
企

業
等
に
は
高
い
広
告
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
当
所
会
員
の
み
が
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
貴
社
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

■ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
情
報
局

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
情

報
を
ご
紹
介
す
る
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員

情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。

　

熱
意
を
持
っ
て
ご
紹
介
で
き
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
ご
提
供
い
た

だ
く
と
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
情
報
局
に

掲
載
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
規
性
や
独
自
性
の
高

輩
で
し
た
か
ら
よ
く
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
が
、
山
田
さ
ん
は
抜
群
の
ス

ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
で
す
。し
か
し「
人

物
叢
書
」
の
求
め
は
、
も
う
一
度

言
い
ま
す
が
、
良
質
な
史
料
に
準

拠
す
べ
し
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
上

杉
謙
信
の
、
ま
た
戦
国
武
将
の
リ
ア

ル
を
歴
史
学
的
に
描
く
と
、
こ
う

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
す
。
こ

の
こ
と
を
ま
ず
も
っ
て
、
ご
承
知
お

き
い
た
だ
き
た
い
。

　

で
は
、
物
語
的
な
歴
史
は
、
全

く
意
味
が
無
い
の
か
。
ぼ
く
は
そ
う

は
思
い
ま
せ
ん
。
史
実
だ
け
が
絶
対

か
、い
や
物
語
も
参
考
に
な
る
の
か
。

こ
の
論
争
は
、
明
治
初
年
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
軍
記
物
語
で
あ
る『
太

平
記
』
に
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
か

ら
と
いっ
て
楠
木
正
成
父
子
の
『
桜

井
の
駅
の
別
れ
』
を
否
定
し
て
し

い
も
の
は
、 

本
誌
の
会
員
情
報
局
コ
ー

ナ
ー
（
Ｐ
17
）
で
ご
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
会
員
情
報

局
へ
の
掲
載
は
、
会
報
「
天
地
人
」
へ

の
掲
載
を
確
約
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

■ 

情
報
提
供
窓
口

　

皆
さ
ま
か
ら
情
報
や
ご
要
望
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
会
報
誌
面
の
充
実
に

ま
っ
た
ら
、
日
本
人
の
精
神
は
滅

び
る
。
川
田
剛
と
い
う
大
学
者
は

そ
う
主
張
し
た
の
で
す
が
、
ぼ
く

は
川
田
（
論
争
に
敗
れ
て
下
野
し

た
）
の
説
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
は
、
決
し
て
歴

史
研
究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴

史
に
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
求
め
て

何
が
悪
い
か
、
と
い
う
ご
意
見
を

持
た
れ
る
の
は
も
っ
と
も
で
す
。

そ
こ
で
ぼ
く
は
、
物
語
性
を
否
定

し
な
い
で
、
で
も
荒
唐
無
稽
な
思

い
込
み
は
極
力
退
け
て
、
な
る
べ

く
リ
ア
ル
に
、
人
間
ら
し
い
戦
国

武
将
を
語
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

繋
げ
る
た
め
の
情
報
提
供
窓
口
を
設

け
ま
し
た
。
こ
ん
な
特
集
を
し
て
ほ

し
い
、
当
社
の
社
是
社
訓
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
等
の
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｐ
17
の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
へ
の
解
答
フ
ォ
ー
ム
も
こ
ち

ら
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
提
供

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

https://www.u-tenchijin.com

問合せ／総務部 ☎ 028-637-3131
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WEB 天地人

新しくなった「ＷＥＢ天地人」
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第1回

本郷　和人／ほんごう・かずと

　１９６０年東京都生まれ。83年東京大学文学部卒業、88年同
大学大学院単位取得退学。石井進氏と五味文彦氏に師事し、日
本中世政治史を専門とする。当為（建前、理想論）ではなく実情
を把握すべきとし、日本中世の「統治」のありさまに言及する著作
を発表している。従来の権門体制論を批判し、二つの王権論に立
つ。師の五味文彦氏と同様に書評も多く、中世や近世を扱ったさ
まざまなドラマ、アニメ、漫画の時代考証にも携わる。

戦
国
武
将
の

 

リ
ア
ル

「
歴
史
と
物
語
性
」

Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地
人
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

本
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
公
式
サ
イ
ト
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
天
地

人
」
を
、
こ
の
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
使
い
や
す
く
な
っ
た
新
サ
イ
ト

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

東
京
大
学
史
料
編
纂
所   

教
授   

本
郷　

和
人

Real of Sengoku Warlords



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

4月
April

　　 MITOMAEBASHI
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　SDGsという言葉を目にする機会が増えて
きましたね。しかし、まだまだSDGsなんて
他人事と考えていませんか。企業は環境適応
業と言われるように、SDGsを意識した企業
活動がこれからの社会では求められるかもし
れません。
　宇都宮市は2021年1月現在で、栃木県で唯一のSDGs
未来都市に選定されている都市です。SDGsに先進的な都
市で活躍する読者の皆さまも、まずはSDGsを知ることか
ら始めてみてはいかがですか？

23 April  2021 22

■ 

各
種
人
権
啓
発
冊
子
・

　 

ビ
デ
オ
を
配
布
・
貸
出
し
ま
す
。

　

企
業
研
修
な
ど
で
活
用
で
き
る
啓
発

資
料
と
し
て
、
人
権
啓
発
冊
子
・
ビ
デ

オ
を
無
料
で
配
布
・
貸
出
し
て
い
ま
す
。

実
例
を
用
い
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
ド
ラ

マ
仕
立
て
の
動
画
な
ど
を
通
じ
て
、
よ
り

実
践
的
な
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
啓
発
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も

自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
と
り
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
倶
楽

部
で
は
、
昨
年
、
倶
楽
部

加
盟
店
で
提
供
し
て
い
た

「
と
ち
お
と
め
カ
ク
テ
ル

2
0
2
0
」を
ア
レ
ン
ジ
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
お
家
で
カ
ク

テ
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う「
お
家
で
つ
く
ろ
う 

と
ち
お
と
め
カ
ク
テ
ル
」を

考
案
し
ま
し
た
。

　

同
倶
楽
部
で
は
毎
年
、
宇

都
宮
市
の
観
光
資
源
で
あ

る
カ
ク
テ
ル
と
栃
木
県
の
名

産
で
あ
る
い
ち
ご
を
一
緒
に

堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

「
栃
木
県
産
と
ち
お
と
め
」

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ

ル
を
倶
楽
部
加
盟
店
で
提
供
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
コ
ロ
ナ

禍
で
な
か
な
か
外
に
カ
ク
テ
ル

を
飲
み
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
で
す
の
で
、
本
レ
シ
ピ

で
カ
ク
テ
ル
を
作
っ
て
お
家
で

楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

ま
た
、
感
染
症
が
終
息
し
た

際
は
ぜ
ひ
プ
ロ
の
カ
ク
テ
ル
を

飲
み
に
宇
都
宮
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

「とちおとめカクテル」をお家でつくろう！

問合せ／宇都宮観光コンベンション協会　 TEL 028-632-2445　　宇都宮カクテル倶楽部　https://www.ucclub.net

国税庁
ホームページ

大人の人権教室
ホームページ

法務省
特設ページ

協会けんぽ
ホームページ

※新型コロナウイルス感染症の拡大により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者にお問い合わせください

佐竹真紀子《日和山の再会》2020

宇
都
宮
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
分
の
申
告
所
得
税
、
贈
与

税
お
よ
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
・
納
付
期
限
は
４
月
15
日（
木
）ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

申
告
会
場
は
、
宇
都
宮
税
務
署
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
が
少

な
く
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

越
し
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
や
相
談
に
当
た
っ
て
は
、

感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
ご
自
宅
等
で

ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
ス
マ
ホ
申
告
や
電
話
相
談
・

場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

企
業
に
お
け
る

　 

人
権
研
修
へ
の
講
師
派
遣

　

企
業
等
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
人

権
研
修（
大
人
の
人
権
教
室
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
講
師
と
し
て
伺
い
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
と
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
留
意
事
項
】

◎
確
定
申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

会
場
へ
の
入
場
に
は
、「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
来
場
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
少
人
数

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る

方
や
風
邪
の
症
状
等
が
あ
る
方
は
入

所
得
税
等
の
申
告
・
納
付
期
限
は
４
月
15
日（
木
）ま
で

企
業
に
お
け
る
人
権
研
修
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
0
2
8-

6
2
1-

2
1
5
1

（
自
動
音
声
案
内
）

　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
利

用
可
能
な
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

〝
c
o
g
b
e
〟
が
始
ま
り

ま
し
た
。
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト

30
カ
所
に
、
回
生
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
が
１
２
８
台
配

置
さ
れ
ま
す
。
専
用
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
事
前

登
録
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
前
橋
駅
で
は
有

人
対
応
も
可
能
で
す
。

　

前
橋
に
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
‼

まえばしシェアサイクル【c
コ グ ベ

ogbe】が
始まりました。

問合せ／ 前橋市 交通政策課 ☎０２７‐８９８‐６２６３

シェアサイクル【cogbe】

宇都宮カクテル
倶楽部

ホームページ

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご
家
族

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険「
協
会
け
ん

ぽ
栃
木
支
部
」の
令
和
３
年
度
の
健
康
保

険
料
率
は
現
在
９
・
88
％
か
ら
９
・
87
％

に
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
料
率
は
現
在
の
１
・
79
％
か
ら
１
・

80
％
へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
変
更
時

期
は
ど
ち
ら
も
令
和
３
年
４
月
納
付
分
か

ら
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
協
会
け

ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
の

お
知
ら
せ

問合せ

協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

☎
０
２
８-

６
１
６-

１
６
９
２

https://w
w

w
.kyoukaikenpo.

or.jp

問合せ

宇
都
宮
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
０
２
８
-6
2
3
-0
9
2
5

会期／ 5月9日（日）まで  10:00～18:00（入場は17:30まで）
※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、変更になる場合がございます。
開催場所／ 水戸芸術館現代美術ギャラリー（水戸市五軒町1-6-8）
休館日／ 月曜日 ※5月3日（月･祝）は開館　　入場料／ 一般900円
※高校生以下・70歳以上無料、その他各種割引あり
問合せ／ 水戸芸術館　☎029-227-8111

　

2
0
2
1
年
3
月
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

当
時
自
ら
も
罹
災
し
、
臨

時
の
避
難
所
と
な
っ
た
水
戸

芸
術
館
で
は
、
2
0
1
2
年

に
展
覧
会「
3
・
11
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
：
進
行
形
の
記
録
」

を
開
催
し
、
震
災
を
受
け
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
行
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
は
今
や「
作
品
」を

通
し
て
あ
の
厄
災
に
応
答
し

て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は「
想
像
力
の
喚

起
」と
い
う
芸
術
の
本
質
に
改

め
て
着
目
し
、
東
日
本
大
震

災
が
も
は
や「
過
去
」と
な
り

つ
つ
あ
る
今
、
あ
の
厄
災
と

私
た
ち
を
つ
な
ぎ
直
し
、
あ

の
と
き
幼
か
っ
た
世
代
へ
、

10
年
目
の
私
た
ち
へ
、
そ
し

て
後
世
へ
と
語
り
継
ご
う
と

す
る
作
品
群
を
紹
介
し
ま
す
。

「3.11とアーティスト：10年目の想像」

「3.11とアーティスト ： 10年目の想像」

1.79％ 1.80％

健　　康
保険料率

介　　護
保険料率

現　行 令和3年
   4月納付分～

9.88％ 9.87％

15分
30分
1時間
2時間
5時間30分
上限（８時間まで）
ナイター
法人利用（月額）

25円
50円
100円
300円
1,000円
1,000円
300円
5,000円

◎15分(1時間まで)  25円
◎15分(1時間超え)  50円
◎上限（８時間まで） 1,000円
　※それ以降は
　　15分あたり50円で課金

22：30～翌7：00（8時間30分）

　60分未満は何回でも無料

区  分 料  金 説  明
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栃木県事業承継・引継ぎ支援センター

新たに発進！
事
業
承
継
の
相
談
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
！

あらゆる事業承継についてご相談いただける窓口ができました。
これまで第三者による事業引継ぎを支援してきた栃木県事業引継ぎ支援センターと、おもに親族内承継を支援する栃木県
事業承継ネットワークの機能を統合し、令和３年４月より新たに「栃木県事業承継・引継ぎ支援センター」がスタートしました。

第三者承継 親族内承継＋

経 済 産 業 省
関 東 経 済 産 業 局
委 託 事 業 
　宇都宮商工会議所

栃木県事業承継・引継ぎ支援センター
〒320-0806 栃木県宇都宮市中央3丁目1番4号 栃木県産業会館7階

TEL.028-612-4338  FAX.028-612-4339
※栃木県事業承継・引継ぎ支援センターは、経済産業省の委託事業として宇都宮商工会議所が受託している事業です。

詳細は下記サイトにてご確認下さい

https://tochigi-hikitsugi.jp

栃木県事業引継ぎ


